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ハイコンテントイメージングを利用した天然物スクリーニング 

二村友史 

 
 これまでに薬剤感受性やゲノミクス、プロテオミクス、細胞形態などを指標とした様々

な表現型プロファイリング法が報告されているが、これらを天然物スクリーニングに応用

した例は数少ない。筆者らは細胞周期や細胞骨格など 250種のパラメータを指標としたハ

イコンテントイメージング法を利用し、海洋微生物由来の「プレフラクションライブラリ

ー」から新規 siderophoreを含む様々な生理活性物質を迅速に同定した。また本研究では天

然物スクリーニングについてまわる課題（濃度の問題や複数の活性物質の混在など）を克

服する方法についても議論しており、表現型プロファイリングとフラクションライブラリ

ーを組み合わせた有用生理活性物質創製の一助となることが期待できる。 
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要旨  
 Cytological Profiling（CP）は Fengらが 2008年に報告したハイコンテントイメージング法で

あり、250 種類のパラメータを数値化した表現型プロファイルから試験化合物の作用機序を予

測することが可能である。筆者らは CP を基盤としたハイコンテントスクリーニング法を天然

物スクリーニングに適用し、独自に収集・構築した「プレフラクションライブラリー」からユ

ニークな代謝物の探索研究を進めてきた。サンプルが示す表現型を ICCBの標準化合物が示す

表現型と比較したところ、624種のサンプルは作用ごとにクラスタリングされた。CPを基に選

定されたプレフラクションを LC-MSで分取し、保持時間、UVスペクトル、MS情報を対応づ

けた「ピークライブラリー」として再度 CPで評価することで、新規 siderophoreを含む様々な

生理活性物質を迅速に同定することができた。CP はユニークな天然生理活性物質を探索する

方法として期待される。 
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